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地球上にある水がこのペットボトル１本だとすると、
私たちが飲める水はいったいどれくらい？ グルー
プで話し合い“これくらい”と思うところに線を入   
　　　れました。 

地球上にある水がこのペットボトル１本だとすると、
私たちが飲める水はいったいどれくらい？ グルー
プで話し合い“これくらい”と思うところに線を入   
　　　れました。 



 

　  スタートは兵庫県支部ボランティア
井口正子さんによる「ユニセフの基礎」

のミニ学習。学校

や企業で学習会を

開催するときの学

習メニューを紹介。

子どもの権利条約

から生存、健康、

教育、保護および

参加の４つの権利を、ユニセフ手帳の

中から６つの役割や募金活動について

説明しました。ユニセフは子どもたち

の生活を支え、自立を支援している国

際機関であることを再認識。ユニセフ

活動初心者だけでなく、長く活動を続

けている方にとっても、知っているけ

れどもう一度おさらいしたい内容のお

話でした。 

 

 

 

　カンボジアシルクのストールや民族 

衣装をまとった安達洋さん（大阪）、山

地靖子さん（香川）、杉山三千さん（兵庫）

の３人が現れると、会場から「きれい

ねぇ」「すてきねぇ」の声。３人は今

年３月に「ユニセフ・カンボジアスタ

ディツアー」でカンボジアを訪問。カ

ンボジアの内戦から復興の歴史背景に

ふれながら、「保健」「子どもの保護」

「地雷教育」について報告。特にカン

ボジアでは８割の家にトイレがなく、

普及率がアジアでは最低ということ、

そして今もなお６００万個もの地雷が埋

まっているだろうという話にも、参加

者たちは大きな衝撃を受けました。（くわ

しくは、ユニセフ兵庫ニュースＷ ish２４号「ユニ

セフ・カンボジアスタディーツアー報告」にて） 

 

 

 

 また、「国際人権法を学ぶ」をテーマ

に、帝塚山大学末吉洋文准教授による

講義もありました。今年は１９４８年１２月

10日、国際連合で世界人権宣言が採択

されてから６０年。第二次世界大戦で起

こった悲劇を二度と繰り返さないとい

う反省から、人権が「世界における自由、

正義、および平和の基礎である」（世

界人権宣言前文より）ということを確

認しています。現在の国際人権条約は、 

世界人権宣言がめざす社会を実現する

ためのもの。末吉先生には、世界人権

宣言、人権条約の審査監督、日本の立

場などを踏まえて、私たちにできるこ

とを話していただきました。わずか30

分の講義でしたが初心者にもわかりや

すく、もっとくわしく聞いてみたい講

義でした。 

 

 

 

 さてここで「参加者交流コーヒータイ

ム」を。今回のセミナーの目的の一つは、

各地域でユニセフ活動を進めている仲

間が集い、それぞれの違った活動を知

るなかで情報交換や交流を深めるとい

うもの。参加者を８つのグループにわけ、

愛媛県支部山高善美さんの司会で活動

の中でのキーワード探しをしました。

お茶を飲みながら語り合いながら、「ボ

ランティアとしての心構え」、「たくさ

んの出会いが喜び

に」、「継続してサ

ポートしていくこと

の重要さ」など、そ

れぞれのテーブルで

地域を越えた熱い思

いが語られました。 

 

 そして最後はワークショップ「コーヒ

ーカップの向こう側」。広島県支部・

山本真左美さん、岡山県支部・守谷征

謙さん、片岡雅子さんをファシリテー

ターにワークショップを体験しました。 

 

 

●働いても働いても貧しくなっていく 

　人がいるという現実を知った。 

●フェアトレードについて少し学ぶこ

　とができた。毎日飲んでいるコーヒ

　ーを農民が大変な思いで生産してい

　ることが分かった。 

●コーヒーという一つのことからいろ

　いろなことに考えをめぐらせること

　ができる素晴らしさを感じた。  

 

　わずか３時間半の短い時間でしたが、内容がぎっしり詰まった盛り

だくさんな内容に、交流や情報交換はもちろん、参加者のパワーアッ

プにもつながる有意義なセミナーとなりました。 

 

 

●今までは自分のことにしか関心を持っていなかったが、これからは

　周りの人たちにも関心を持ち、今の等身大の自分で何ができるかを

　少しずつ考えて行動に移したいと思った。 

●セミナーも素晴らしかったが、コーヒータイムでのちょっとしたフ

　リートークの中から、これからのユニセフとのかかわり方を考えさ

　せられた。 

●自己紹介とグループでキーワードを決めるフリートークで、他支部

　の方々とはなしあえたことからたくさんのヒントをいただいた。無

　理なく続けて活動していくことが大切だと思った。 

●自分の生活がいかに恵まれているかということを考えながら生活し、

　ユニセフの活動をする上で人との出会いを大切にしたいと思いました。 

●末吉先生の「人の心の中に平和の砦を築かなければならない」とい

　うお話が心に残った。 

●スタディツアーの報告、国際人権法の講義、ワークショップ、交流

　会と、盛りだくさんの内容が満載のあっという間の３時間半。地域

　は違ってもこれからもつながっていきたい、広げていきたいという

　思いがあふれました。 

 

「夏の親子教室」 
を振り返って 

 Unies　家崎　敦 

　今回のワークショップにおける進行役は、私に

とってまさに初めての経験でした。テーマが「水」

ということで、水に関して特別知識のなかった私

は上手く進行できるかどうか不安でしたが、ボラ

ンティアのみなさんとユニーズのメンバーがその

不安を取り除いてくれました。どんなワークショ

ップをすれば、子どもたちが飽きず、楽しめるか

悩んでいましたが、みんなでアイディアや意見を

持ち寄ることで、最終的に活動的な楽しいものに

なりました。例えば、きな粉を水に溶かして、あ

たかも泥や砂混

じりの水のよう

に見せかけ、実

際に飲んでみせ

るといった活動

は子どもたちを

大いに驚かせま

した。私だけで

は決して思いつきません。「三人寄れば文殊の知恵」

とはまさにこの事です。その甲斐あって、子ども

たちは真剣に話を聞き、積極的に取り組んでくれ

ました。本当にうれしかったです。 

　「水」のワークショップを

通して、私が子どもたちに理

解してほしかったことは、自

分たちの生活を構成している

「当たり前」の物事の大切さ

です。発展途上国の同世代の

子どもたちが家族の生活を助

けるための水汲みなどで、学

校へ行けないでいるという現

実を知れば、自然と、きれい

な水が飲めることや学校へ行

けることの価値を認識できま

す。単に「節水しなさい」と言われるからではなく、

アフリカなど現実に水不足で困っている人々の現

状の一端を知ることで、自ら「水を無駄にしない」

という意識が芽生えることを期待しました。 

　今回のワークショップは時間配分や勉強不足な

ど反省すべき点が多くありましたが、私にとって

大変貴重な経験となりました。このような機会を

与えてくださったことに深く感謝すると共に、こ

れからもボランティアのみなさんと一緒に積極的

に取り組んでいきたいと思います。 

　世界人権宣言　第1条とは・・・　 
　すべての人間は、生れながらにして自

由であり、かつ、尊厳と権利とについて

平等である。人間は、理性と良心とを授

けられており、互いに同胞の精神をもっ

て行動しなければならない。 

 

「ユニセフ活動報告 
　　～カンボジア視察」 

　日本ユニセフ協会の中で、西日本（関西、中国、四国）を中心とした７支部（大阪、奈良、岡山、広島、愛媛、香川、兵庫）が
参加する「ユニセフ7支部ネットワーク」。昨年から始まった合同セミナーを、今年度は7月19日、コープこうべ生活文化セン
ターで開催。「私にできること　考えてみよう」をテーマにそれぞれの支部から60人を超えるボランティアが参加しました。 

「ユニセフ7支部合同セミナー」開催 

支部のつながりをさらに深める 

「国際人権法を学ぶ」 

 ワークショップ「コーヒーカップの向こう側」 
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活発な意見が交わされた、ワークショップ「コーヒーカップの向こう側」 フリートークで大いに語り合う 
（交流タイム） 

「参加者交流コーヒータイム」 

交流タイム 

※ワークショップ「コーヒーカップの向こう側」とは 
　身近なコーヒーを例に、コーヒー栽培を通して、生産者の流通の仕

組みや途上国の経済的、社会的格差など基本的な仕組みを学び、私た

ちにできることを考えていくという参加型のワークショップ 

 

大 阪 支 部　2001年　　　178人 
奈良県支部　2001年　　　30人 
兵庫県支部　2002年　　　90人 
岡山県支部　1988年　　　150人 
広島県支部　2006年　　　59人 
愛媛県支部　2007年　　　20人 
香川県支部　2004年　　　32人 
 

●各支部紹介 
【設立年】 【登録ボランティア数】 

（2008年7月1日） 
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トピックス【2008年7月～2008年9月】 

　コープこうべの各地区で取り組んで
いる「平和のつどい」に参加し、ユニ
セフ製品の頒布活動などを行いました。
第１地区では、陶山京子さんがユニセ
フフィリピンスタディツアーの報告後、
地球のステージ「ありがとうの物語」 
を上映。第４・第６地区では日本ユニ
セフ協会兵庫県支部竹本成　会長が、
自らの被爆体験をもとに講演を行いま
した。たくさんの親子が訪れ、ユニセ
フの活動を広く知ってもらうとともに、
家族で平和について考える良い機会と
なりました。 

　「模擬国連」は、参加者一人ひとり
が世界各国の大使となり、実際の国連
会議で扱われているような問題を話し
合うことによって、国連会議を再現し、
問題の解決策を探ろうとするディベー
トです。８月に開催された関西大会会
場の神戸国際会議場ロビーで、ユニセ
フ写真展『EYE SEE Ⅱ』を行い、ひ
ろくユニセフ活動を紹介しました。 
 

 

　紛争地や被災地で緊急医療と心のケ
アに携わる医師の桑山紀彦さんが、そ
こで感じた命の重みを映像と音楽で語
り伝えるライブステージが、この夏も
コープこうべ生活文化センタ－2階ホ
ールで開催されました。「ジャワ島中
部震災救援篇」「終わらない貧困篇」
や初めて自分自身を振り返り語られた
「日本一周篇」など。公演後、兵庫県
生協連主催のピースアクション２００８
にも参加、神戸市立科学技術高校生３
名とのトークにも参加いただきました。 
 

　カードチームは日本ユニセフ協会のカード
とギフトについて、様々なサポートをしてい
るチームです。主な活動は、4つです。 
①発注（カード・はがき・グッズを日本ユ
　ニセフ協会のカード事業部に注文します） 
②ラベル付け（届いたカードなどに値札用
　のラベルを付けて、県支部に展示・保管
　します） 
③出庫（展示場所合わせてカードなどをそ
　ろえ、展示場所に発送します。展示が終
　わった後に、売れた金額とカードなどの数
　を確認します） 
④在庫確認（１カ月ごとに県支部在庫のユニ
　セフ製品の数を合わせておきます） 
　いつも事務チームの皆さんに手助けして

もらいながらの活動
です。ユニセフ・カ
ードやギフト製品の定
価の 50％が現地活
動資金となって役に
立てられます。そん
なカード・はがき・グ
ッズを、できるだけた
くさんの方々に手に
取っていただくのが、カードチームの願いです。 
　作業は、毎回2時間程度で、不定期に活
動しています。ちょっとの時間ならお手伝い
出来るという方、またイベント会場などに出
向いてカード頒布ができる方を募集中。ぜひ、
仲間に加わってください。 

　7月２６日（土）、西宮コーナー夏休
み恒例の“めだかの学校”が西宮市環
境学習推進グループの主催で開催され
ました。めだかの飼い方を学習した後、
プレゼントにもらっためだかを手にし
て元気いっぱいの子どもたちがミニ水
族館内を見学し、魚のクイズに挑戦、
ユニセフコーナーにもたくさんの子ど
もたちが遊びに来ました。 
　紙芝居、クイズ、パズル、折り紙、
水がめ運び体験等。「井戸ができた」
の紙芝居ではサンドとマリーになりき
ったボランティアの熱演に子どもたち
は大喜びでした。自分より
大きな水がめを抱えて戸

惑っている子どもたち、クイズやパズ
ルに親子で挑戦して、子どもに助けを
求めているお母さんの姿もあり、とて
も和やかな雰囲気でした。 

　また、夏休みの終わり（８月２６日
～２９日）の地雷レプリカの展示には、
子どもから大人まで５０人余りが見に
来ました。 「なに？」「なんで？」
と真剣な表情で次から次へと質問をし
てくる子、呼び込みをして強引に誘っ
た人、「これが
地雷？ へえ～？」
と反応はいろい
ろでした。 
　子どもたちに
は「係の人がい
る時は触ってい
いよ」と言うと、
「わあーおも
い！」「これはどうするの？」と興味
しんしんでびっくりした様子が印象的
でした。男性や子どもたちが関心を示
し、沢山の質問があり一人ひとりに説
明が出来、会話が広がっていくのをと
ても嬉しく思いました。あるお母さん
は「夏休みの終わりに自由勉強が出来
て良かったと」喜んでいました。 
　参加者と私たちボランティアがいっ
しょに楽しめるこれらの活動を、チー
ムのみんなと続けていきたいと思って
います。 
 

　昨年９月に、澤良世さん（元ユニセ
フ東京事務所広報官）にシエラレオネ
の厳しい現実と未来に向かう力につい
て印象深い講演をいただいて約一年。 
　コープこうべ生活文化センター１階
ロビ－での今回の写真展では、澤さん
がユニセ
フ在任中
に訪れた
アフリカ
諸国の実
情が心に
残ります。
エチオピ
ア、ス－ダン、モ－リタニア、ウガン
ダ、リベリア、ソマリランド（ソマリ
ア北西部）、シエラレオネ、コンゴ民
主共和国。写真に写る国々の名前を羅
列しただけでアフリカ諸国が抱える内
戦の歴史が伝わってくるようです。厳
しい環境の中でも笑いながら明るく生
活する人々の姿に、来場者からは「み
んな目が輝いて生き生きしている」な
どの声が寄せられました。 
 

子どもたちあつまれ！！ 「夏休みの自由勉強 in西宮」 
県支部ボランティア　石本愃子 

コープこうべ平和の 
つどいに参加 
（7/27・29・31） 

 

第8回　　　　（8/6～8） 
「模擬国連会議関西大会」に 

ユニセフも協力 

「地球のステージ4」 
～果てない回帰～を開催 

（8/16） 

（8/12～24） 
 

カードチーム 

ボランティア 
チーム紹介 

 

県支部ボランティア  田中伸子 「いっしょに活動しませんか？」 

澤良世さん写真展開催 

ユニセフカードとギフト 
秋・冬号2008

　世界の幼い子どもたちの命を守る活

動や基礎教育を広める活動を、あなた

も応援してみませんか？ 兵庫県支部

では、ユニセフの紹介・啓蒙活動や募

金活動などを、交流を楽しみながら進

めています。他にチームに分かれての

活動もあります。興味のある方はぜひ

事務局までお問い合わせください。 

学習チーム…ユニセフについての出前

　学習会の講師活動 

カードチーム…カードなどのユニセフ

　製品の頒布活動や管理 

事務チーム…支部事務局をサポートす

　る事務所内での活動 

広報チーム…「Wish」の作成やその

　他広報ツールの作成 

Unies…学生など若者が中心の活動 

 

募金ありがとう 
ございました 

４月28日 

５月29日 

６月14日 

６月17日 

７月15日 

８月19日 

８月20日 

８月26日 

I・B・C（インターナショナルビジネスメンズクラブ） 

丹波市立山南町久下小学校 

日本国際学生協会 

コープこうべユニセフ学習会 

コープ甲子園口南店 

コープ西明石店虹っ子学習 

ヴィッセル神戸 

阪神友愛食品 

大人 

小６生 

大学生 

大人 

大人 

年長～低学年 

小学生 

訓練生 

訪問日 訪問先 対象 

18人 

40人 

52人 

38人 

10人 

33人 

42人 

11人 

人数 

●学習会 

神戸市立葺合高校1年6組のみなさんが、文化祭で
来校された方や全校生に、アフリカへの支援を呼び
かけ、7月28日、支部へ届けていただきました。 

7月24日、神戸市立葺合高校のボランティアグル
ープ“すぎな会”のみなさんが、アフリカの子ども
たちへと校門前で募金活動（7月17日～18日）をし、
ユニセフに持参いただきました。 

FCバルセロナキッ
ズキャンプでのユ
ニセフ学習会。 
ユニセフの主な活
動の頭文字をとっ
て「ほ・ほ・え・み・き・
き・ん」みんな覚え
てね！！ 

「ユニセフってなあに」の基礎や「貧
困はどこから」のグループワーク、「い
のちの水」経口補水塩の試飲など、
盛りだくさんの3時間。生徒さん
たちが非常に熱心に取り組んでお
られたのが印象的でした。 

第6地区（7月31日） 

第4地区（7月29日） 

第1地区（7月27日） 

NPOアイナックのトップチーム“レオネッサ”と日テ
レベレーザによる「なでしこリーグ」の試合が、三木
防災公園で行われました。会場ではチャリティオリ
ジナル弁当や来場者へユニセフへの協力を呼びか
け、中国大地震緊急募金としていただきました（9
月7日）。 
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あ　と　が　き 

　子どもたちに伝えたいことは～出会い、
出逢い・・・人と関わって生まれてくる
気持ち。厳しい現実を笑って未来に向か
う力は、人々の瞳の輝きは、そこから生
まれるのではないかと思います。「人を
変えるものは人である」・・・最近心に
残る言葉です。（K） 

ところ 

●お申し込み・お問い合わせは兵庫県支部まで 

とき 

ところ 

12月23日（火・祝） 
11：00～13：00（予定） 
姫路、加古川、垂水、名谷、元町、三宮 
住吉、西宮、伊丹、宝塚（予定） 

　ユニセフでは、毎年12月23日を『ハンド・
イン・ハンド募金』（街頭募金活動の日）とし、
広くみなさんに募金のお願いをしています。
1979年の国際児童年に始まり今年で30回目
を迎える恒例のキャンペーンです。当日ボラ
ンティアとしてご協力いただける方を募集し
ています。お気軽にお問い合わせください。 
●当日は現地集合、解散になります。 
●場所や詳細についてはお問い合わせください。 

●森田明彦さんプロフィール●外務省、国連開
発計画、（株）イトーヨーカ堂、（財）日本ユニセ
フ協会、長崎ウエスレヤン大学を経て、東京工業
大学特任教授（国際人権論）。08年9月から国
際ＮＧＯ、Save the Children Japan。 

第30回 ユニセフ 『　　 　　　　　　』 

とき 

ところ 

講師 

2009年1月17日（土）  13：30～15：00 
コープこうべ生活文化センター 

森田明彦さん 

　子ども買春やポルノ、人身売買……。国境を越えた犯罪や脅威から世界の子どもたちを守る
ためには、どんなことが求められているのか、現状を知る中で、私たち一人ひとりが自分の問題
として、今こそ、考えることが必要では？ 講師に、元日本ユニセフ協会広報室長の森田明彦さん
をお迎えし、子どもを取り巻く現状を中心に、わかりやすくお話いただきます。知ることこそ、は
じめの一歩。あなたも参加しませんか。 

　ユニセフパネル展「子どもとエイズ世界キャンペーン」 
　2005年10月に始まったユニセフの世界キャンペーンの一環として、アグネス・チャンユニ
セフ大使がHIV有病率世界第3位のレソトを訪問。子どもたちに及ぼしている深刻な影響と現状、
支援の取り組みなどをお伝えします。 

　　　　 2009年12月22日（月）～25日（木） 
　　　　 10：00～17：00（22日は12：00～） 
　　　　 加古川市民ギャラリー（JR加古川駅構内） 

　パネル展「ユニセフと水」～安全な水を世界の子どもたちに～ 
　　　　 2009年3月3日（火）～12日（木） 
　　　　 コープこうべ生活文化センター 1階ロビー 

 学習会「人身売買と子どもたちの現状」 

入場無料 

参加無料　　※要予約 

とき 

とき 

ところ 

兵庫県支部設立7周年記念 

　「第7回ユニセフのつどい」開催 
　　　　 2009年3月7日（土）　　　　　　コープこうべ生活文化センター 2階ホール 

参加無料 

とき ところ 

予告 

●テーマ 
守りたい。 
　子どもたちの命、 
　　アフリカの未来 

●テーマ 
守りたい。 
　子どもたちの命、 
　　アフリカの未来 

  ユニセフ募金 ～ご家庭で学校で職場で～ 
いただきました募金は、日本ユニセフ協会か
らユニセフ本部、そしてユニセフ現地事務所
を通じて世界の子どもたちの支援活動に使わ
れます。 
◆郵便振替でお願いします 
◆口座番号：00190-5-31000 
◆加入者名：（財）日本ユニセフ協会 
◆通信欄に「K1－280兵庫」とご記入ください。 

  会員って 
ユニセフ協力活動を行なう日本ユニセフ協会を、
会費によって支援します。 
◆一般会員…個人ならどなたでも 
　　　　　　　　　　　 1口      5,000円 
◆学生会員…18歳以上の学生　 
　　　　　　　　　　　 1口      2,000円 
◆団体会員…団体、法人、企業 
　　　　　　　　　　　 1口  100,000円 
※申込み方法についてはお問い合わせください。 

  緊急募金のお願い 
●中国大地震緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「中国大地震  K1－280兵庫」と記入 

●ミャンマー・サイクロン緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「ミャンマー・サイクロン K1－280兵庫」 

　　と記入 

●スーダン緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「スーダン緊急募金  K1－280兵庫」

　　と記入 

●アフリカ緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「アフリカ緊急募金  K1－280兵庫」

　と記入 

●自然災害緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「自然災害  K1－280兵庫」と記入 

●人道危機緊急募金 
　郵便振替：00190－5－31000 
　※通信欄に「人道危機緊急募金  K1－280兵庫」

　と記入 

【共通】 
※送金手数料は免除されます。 
※口座名義：財団法人日本ユニセフ協会 
※募金はゆうちょ銀行指定の振込用紙をご
　利用の上、上記口座までお振込みください。 
※ユニセフへの募金は寄付金控除の対象と
　なります。  

募金や会員など、 
あなたができる方法で 
ご協力ください 

 




